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URU2Si2は弱し、反強磁性 (T'1 =17.5K) と超伝導 (Tc= 1. 2K) が共存する最も興味深い重い電子系のーっとして知
られている o しかしながら， URU2Si2 の磁性はまだ十分には理解されていない。 URU2Si2 の磁性を理解する上での困
難のーっとして近藤効果と Ruderman-Kittel-Kasuya-Yosida (RKKY) 相互作用の競合がある。この状態を実験的
に明らかにするために，そしてウランの結晶場の役割を理解するために，希薄ウラン化合物系 (UXLal-X) RU2Si2 
(x 豆 0.15) について磁気的特性，熱力学的特性，輸送特性の研究を行った。
帯磁率と磁化の測定結果は 1 軸性の大きな磁気異方性を示し，低温でシングルサイトの磁気モーメントのスクリー









説明することが出来た。 S=1/2 の近藤モデルは実験結果と良い一致を示し，比熱測定により近藤温度 TK は 67i: 10 
K と見積もられた。近藤モデルと実験結果との良い一致はウラン原子のシングルサイトの近藤スクリーニングが有る
こと，つまり低温でフェルミ液体状態が生じていることを意味している o r 値とショットキー異常は URU2Si2 で観測
された値とほぼ同じである。この結果よりシングルサイトの近藤スクリーニングが URU2Si2 のフェルミ液体状態を理
解するのに重要であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
URU2Si2 のようなウラン化合物は量子多体効果により，低温で異常に大きい有効質量をもっ準粒子が生じ，重い電
子の物性として研究されている。この原因を明らかにする目的でウラン希釈系の化合物の磁性の研究を行った。比熱，
帯磁率，磁化等の測定による研究を行い，ウランの 5f 電子の結晶場分裂による順位が，量子多体効果(近藤効果)
に密接に関係している事を明らかにした。この研究成果は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるo
